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ポストコロナのクルーズ検証のための 

「おれんじおおさか」ワンナイトクルーズ報告(速報) 
                                                      事務局長 池田良穂 

 

 ポストコロナにおける安全なクルーズの在り方を検証するために、四国開発フェリーの

ご協力のもと「おれんじおおさか」による大阪南港発着のワンナイトクルーズを実施しまし

た。当日、発熱で乗船できなかった会員が 1 名おりましたが、参加者は 39 名となりました。 

 7 月 4 日の 9 時からターミナルでの受付を始めました。体温測定を行って発熱をチェック

し、携帯用の消毒液が学会から配布され、基本的にはマスク着用でのクルーズとなりました。 

 10 時に大阪南港を出航しました。前線の影響でかなりの強風が吹いており、大阪湾上で

はかなりの波となり、なかなか瀬戸内海では体験できないほど揺れました。しかし、明石海

峡大橋を過ぎるころから波も雨も治まり、オープンデッキにもでられるようになりました。 

 昼食は宇和島名物の「鯛めし」に舌鼓。熱いご飯に鯛の刺身をのせて、生卵とだし、さら

にととろもかけていただく絶品です。 

 15 時には瀬戸大橋を通過して、備讃瀬戸に入りました。15 時 45 分から、最上階の展望

ラウンジで、ミニ集会が開催されました。最初に四国開発フェリーの瀬野副社長から「新た

なるオレンジフェリーの挑戦」、池田事務局長による「ダイヤモンドプリンセスの新型コロ

ナウィルス感染禍とポストコロナ時代の客船事業」、梅田会長による「クルーズ再開にむけ

て」と題する講演がありました。ミニ講演の第 2 部では、会員の自慢の船舶写真を披露。藤

木、永田、中濱会員の素晴らしい写真を拝見しました。 

 17 時半からは、東予港での港内操船をオープンデッキから見学。定刻の 18 時に着岸しま

した。前菜で食前酒を楽しみ、夕食では本船特製の「懐石弁当」でした。カフェテリア式の

料理にしなかったのは、ウィルス感染を防止するとの配慮からです。この夕食は、船と港編

集室の再開祝いも兼ねており、その再開第 1 冊目の「photo & essay 船の顔写真」の紹介も

ありました。夕食会は約 2 時間で 20 時に終わりました。東予までは学会の貸し切りでした

が、東予からは一般運航になるので、一般客の乗船が始まるためです。 

 レストランの奥の部屋をお借りして、瀬野副社長を囲んだ懇談が続きました。 

 22 時に、船は東予港を出港。夜の瀬戸内海を大阪に向かって航海して、翌朝 6 時に到着。

朝食をいただいて、8 時までに下船して、ワンナイトクルーズを終了しました。 

 日本初の完全個室フェリー「おれんじおおさか」では、各室の消毒が念入りに行われてい

た他、レストランでの昼食・夕食時の座席の間隔を開ける、カフェテリア式を取りやめて食

事をテーブルに配膳するなどの対策をとっていただきました。また、参加者も、検温の他、

マスク着用、携帯用消毒液による手指の消毒を徹底するなどの対策をとりました。 



 
参加者の船上での集合写真 

 
続いて、マスクを一瞬外して 1枚撮りました。 

 
11 時半に明石海峡大橋を通過。雨も上がり波も静か

になりました。 

 
「おれんじおおさか」姉妹は、日本初の完全個室 

のフェリー。シングルルームはコンパクトですが、 

快適な夜が過ごせます。 

 



 
2人用のスイートルームです。 

 
お昼の鯛めし 

 
最上階の展望ラウンジでのミニ集会。 

 
東予港の新フェリーターミナル。 

 
東予港での着岸風景を見学する会員。雨も上がり、

少し青空も顔をだしました。 

 
翌朝 6 時に大阪南港に帰港。港には名門大洋フェリ

ーの「フェリーきょうとⅡ」が着岸していました。 

 
乗船した「おれんじおおさか」。昨年就航直後に大阪

南港に入港する時の撮影です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 


